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本研究の目的は，分子標的治療によるざ瘡様皮疹がありながら就労する女性がん患者が行う，外見の変化に対するセ

ルフマネジメントについて明らかにすることである。研究参加者は，分子標的薬によるざ瘡様皮疹がある就労する女性が

ん患者 4名とし，KJ法を用いてデータ収集および統合を行った。統合結果より，【想定外への驚き】【元に戻りたい】【限

界】【ネガティブな自分へのとらわれ】【悪化予防への努力】【長い付き合いを受容】【折り合いをつける】【意味づけへ

の意志】【他者からの誤解と付き合う覚悟】【脱・とらわれ】という10のシンボルマークが導き出され，図解全体より，就

労する女性がん患者はざ瘡様皮疹により外見が変化しても『見失いたくない自分らしさ』をもち続けようと日々地道な努

力をしている姿が浮かび上がった。
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I．序　論

肺がんでは上皮成長因子受容体（Epidermal Growth 

Factor Receptor，以降 EGFRと記す）の遺伝子変異が陽

性になることが多く，EGFR阻害薬による分子標的治療

を行うと様々な皮膚症状が出現する。その中でも，ざ瘡

様皮疹は最も出現頻度が高い皮膚症状であり 1），今なお

治療方法の確立に至っていない。また，皮膚症状は治療

効果のバロメーターでもあり 2），生命に直結しない症状

であるため，軽視される傾向がある。EGFR阻害薬は内

服薬であることが多いため治療と就労の両立が可能とな

るが，ざ瘡様皮疹は顔面に生じることが多く皮膚の変化

は目で見えることから，患者は悲観的に捉えて耐え忍び，

外見の変化に対する苦痛を抱えながら生活をしている 3）。

一般に外見の問題は社会的な要因などから，女性により

深刻な影響をもたらす 4）と言われている。昨今どの年齢

階級においても女性の就業率は上昇してきており 5），が

んになっても仕事を続けたいと思う女性も多く，その苦悩

は大きいと考えられる。また，がん治療では，治療費だ

けでなく整容にも費用がかかるため経済的負担を抱えや

すい 6）という特徴もある。

こういったアピアランスや就労維持に関わる問題は，第

3期および第 4期がん対策推進基本計画でも取り上げら

れ 7，8），アピアランスケアと就労支援を含む研究 9，10）が

報告されてきている。しかし，これらの研究は外見の変

化の中でも脱毛に限定するものや，ストーマ造設や乳房

切除などに関するものであり，顔面のざ瘡様皮疹に関す

るアピアランスケアに注目した研究は行われていない。ど

うしても隠し切れない人目に付く場所の外見の変化は非

常に辛く社会生活に大きな影響があるため，ざ瘡様皮疹

に関するアピアランスケアに注目する必要があると考えた。

また，外見の変化は，前述したように女性により深刻な

影響があると考え，分子標的治療によるざ瘡様皮疹があ

りながらも就労するがん患者の中でも，女性を対象に，自

分の外見の変化をどのように感じ，考えているのか，思

いを聴くとともに，セルフマネジメントを明らかにするこ

とは，就労するがん患者の支援の一助になると考えた。

II．目　的

本研究では，分子標的治療を行っている就労する女性

がん患者が，ざ瘡様皮疹による外見の変化に対して行っ

ているセルフマネジメントを明らかにする。

III．用語の定義

就労：勤務形態や仕事内容を問わず，仕事をしている

ことと定義した。

外見の変化：がんに対する分子標的治療に伴って生じ

るざ瘡様皮疹による顔面等，外から見える身体の変化と

定義した。

セルフマネジメント：ざ瘡様皮疹は，治療終了後すぐ

に治癒することなく数か月かかって改善する 11）ことから

セルフマネジメントの対象になると捉え，大西 12）の定義

より，疾患の管理という個人の目標に向けて，患者が自

分のもつ力を活用し，感じ，考え，意図的な取り組み，お

よびその取り組みによって変化していくプロセスと定義し

た。

IV．方　法

1．研究参加者

研究参加者は，20歳以上の女性で就労している患者

で，肺がん（病名告知済み）によりEGFR阻害薬の単剤

あるいは他の抗がん剤との併用療法のため外来通院をし

ており，治療に伴うざ瘡様皮疹が有害事象共通用語規準

（Common Terminology Criteria for Adverse Events，以降

CTCAEと記す）v4.0の grade1以上と診断された者とし

た。研究参加の条件を満たしている参加候補者を呼吸器

センターが併設されている病院のがん看護専門看護師よ

り紹介を受け，文書を用いて説明し同意を得た。

2．研究期間

2018年 1月～2019年 3月
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3．研究デザイン

川喜田二郎氏創案の KJ法 13）を用いた質的記述的研

究である。KJ法は，語られた内容にどのような真実が潜

んでいるのかという本質を収集したデータから創造的に

発想し，参加者の個別性，固有性を超えて象徴的に明ら

かにすることができる。本研究は，就労する女性がん患

者のざ瘡様皮疹による外見の変化に対するセルフマネジ

メントの本質を捉える必要がある。そのためには，研究

参加者から得られたデータを細分化したり，既成概念に

あてはめたりするのではなく，データから創造的に発想で

きるKJ法が適切と考え選択した。

4．データ収集（取材）方法および統合方法

1）KJ 法の概要（図 1）

KJ法は，取材のデータからラベルをつくり，グループ

編成によって統合し，図解化，叙述化する。

2）データ収集（取材）方法および統合方法

ざ瘡様皮疹に対して感じたことや考えたこと，ざ瘡様皮

疹による外見の変化が日常生活や就労に及ぼす影響，ざ

瘡様皮疹やがん治療に伴う身体症状等について半構造化

インタビューを行った。その際，フィールドノートに観察し

た状況を思い浮かべながらできる限り詳細に記載し，イン

タビューは参加者の許可を得て ICレコーダーに録音した。

録音内容とフィールドノートから逐語録を作成し，逐語録

より「ざ瘡様皮疹による外見の変化に対するセルフマネジ

メント」に関する内容を 1枚のラベルに 1つの志となるよ

うに書いた。次に，模造紙の上にラベルを類似性に着目

して配置し，囲み線を書き，まとまりごとに名前をつけて

全体感を把握した。その後，作成した模造紙を見ながら

再度参加者に「ざ瘡様皮疹による外見の変化に対するセ

ルフマネジメント」について非構造化インタビューを行い，

確認や修正，追加をした。インタビュー内容は参加者の

許可を得て ICレコーダーに録音した。初回のインタビュー

と同様に，録音内容から逐語録を作成し，その逐語録よ

りラベルをつくり，全てのラベルの全体感や重複感を確認

した。そして，ラベルを段階的に拾い上げて精選した。

ラベルから質の近さを吟味してグループ編成を行った

ものに表札をつけ，これらの作業を 10束以内になるまで

繰り返し行った。その際，どのラベルともセットにならな

いものには●をつけ，●の数はどの段階でセットになら

なかったのかを示した。グループ編成をしたラベル群を

論理的な説得力をもつように空間配置し，ラベル群には

それぞれのイメージを端的に表すシンボルマークを与え，

関係線を記入した。最終的に，図解全体をよく表すタイ

トルをつけ，叙述化した。

5．真実性の確保

本研究に先立ち，KJ法教育者の研修を受講した。ま

た，1回目の半構造化インタビューからまとめた内容を 2

回目の非構造化インタビューで研究参加者に提示し，研

究参加者の意図することを読み取れているかの確認を

行った。KJ法の全過程において，KJ法の研究と普及の

図 1　KJ 法による取材および統合の手順
川喜田二郎（1986）KJ法－渾沌をして語らしめる－による図を一部修正
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第一人者である川喜田晶子氏のスーパーバイズを受け，

さらに研究者間で繰り返し検討した。

6．倫理的配慮

本研究は，三重大学医学部附属病院医学系研究倫理

審査委員会の承認（U2018-010）およびデータ収集先の

臨床研究倫理委員会の承認（180907-5-1）を得て実施し

た。研究参加者に対して，研究の主旨や研究参加辞退

の自由，個人情報の保護，不利益の回避，匿名性の保

証，データの厳重な保管と管理，研究結果の公表などに

ついて口頭と文書にて説明し，署名にて同意を得た。ま

た，がんや治療による辛い記憶を思い出す可能性がある

ため，インタビューの時期はざ瘡様皮疹による症状が落

ち着いた頃とした。

V．結　果

1．研究参加者の概要（表 1）

研究参加者 4名ともに成人期の女性がん患者であり，

分子標的治療をしながら 1年以上仕事を継続していた。

勤務形態は正社員およびパートであり，不特定多数の人

と出会うことが避けられない仕事内容であった。

2．データ収集（取材）結果

外来受診の待ち時間にそれぞれ 2回のインタビューを

行い，インタビュー時間は 1回目平均 39分，2回目平

均 32分であった。1回目と 2回目のインタビューの逐語

録より合計 234枚のラベルづくりを行い，その中から 50

枚のラベルを精選した。

3．統合結果（図 2）

図解化した統合結果について述べる。以下の文章内の

【　】はシンボルマークを示す。

EGFR阻害薬による分子標的治療を行っている成人期

の女性がん患者は，ざ瘡様皮疹による外見の変化を事前

に聞いてはいたものの【想定外への驚き】があり，【元

に戻りたい】という思いを抱く。また，この状況が辛く【限

界】だと感じることもあり，気持ちが揺れ動く。ざ瘡様皮

疹が出ていなかった頃の本来の自分らしさを取り戻した

いと思い，ざ瘡様皮疹による外見の変化を受け入れられ

ず【ネガティブな自分へのとらわれ】となっていく。

一方で，EGFR阻害薬による分子標的薬を使用すると，

ざ瘡様皮疹が出ることは必発であるため，ざ瘡様皮疹を

これ以上悪化させないように，外見の変化をできるだけ

最小限に留められるよう【悪化予防への努力】をがんば

る。ざ瘡様皮疹は外見に変化を及ぼすものであるが，ざ

瘡様皮疹が出ることは分子標的薬がよく効いていることを

示すため，医療者からはよいことと捉えられてしまうこと

に葛藤を感じながら，自分らしくあるために何度も医療者

に相談するなど【悪化予防への努力】を地道に取り組む。

【悪化予防への努力】をする中で，分子標的治療を続け

る限り元には戻れないことがわかるようになると，本来の

自分であることをあきらめかけ自分を見失いそうになりな

がらもざ瘡様皮疹との【長い付き合いを受容】し，副作

用による生活の制約に対しても気持ちの【折り合いをつ

ける】ことで乗り切ろうと受け入れる方向に向かう。また，

表 1．研究参加者の概要

年齢
EGFR 阻害薬の

治療期間
勤務形態 仕事内容

A 60歳代前半 1 年 正社員 自営業での接客

B 50歳代後半 1 年 1 ヶ月 正社員 会社での事務作業

C 50歳代後半 1 年 8 ヶ月 パート ポスティング作業と各家庭への訪問

D 40歳代前半 1 年 2 ヶ月 パート
小売店でのレジ

工場での軽作業
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が
あ
っ
て
も
目
標
が
な
い
生
活

で
は
い
け
な
い
と
思
い
，
自
分
で
仕
事
を
す
る

決
断
を
す
る
。
●

ざ
瘡
様
皮
疹
が
出
て
い
る
際
は
客
と
会
う
こ

と
が
嫌
だ
と
思
う
こ
と
も
あ
る
が
，
仕
事
を

す
る
こ
と
で
気
が
紛
れ
る
た
め
仕
事
を
し
て

い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
●
●

ざ
瘡
様
皮
疹
が
出
な
け
れ
ば
今
の
よ
う
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
も
な
か
っ
た

た
め
，
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。

●
●

副
作
用
に
屈
せ
ず
，
対
処
・
工
夫
を
頑
張
り
，

自
分
の
あ
る
べ
き
姿
を
保
つ
。
①
●
●

ざ
瘡
様
皮
疹
と
長
い
付
き
合
い
に
な
る
こ
と
を

受
け
止
め
て
い
る
。

ざ
瘡
様
皮
疹
を
知
人
に
心
配
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
，

こ
の
状
況
は
他
者
に
は
理
解
で
き
な
い
と
考
え
る

た
め
適
当
に
返
事
を
す
る
。

ざ
瘡
様
皮
疹
が
あ
っ
て
も
今
の
生
活
を
充
実

さ
せ
る
た
め
の
行
動
を
起
こ
す
。
②

副
作
用
に
よ
る
変
化
は
，
他
者
に
は
理
解

で
き
な
い
こ
と
を
わ
き
ま
え
て
い
る
。
①

ざ
瘡
様
皮
疹
に
対
し
て
一
人
で
も
薬
を
塗
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
す
る
。

が
ん
で
治
療
に
よ
る
副
作
用
が
あ
っ
て
も
，
仕
事
は

目
標
で
あ
り
，
自
分
の
支
え
に
な
る
。

が
ん
で
元
気
に
し
て
い
る
人
と
接
す
る
こ
と
で
，
自
分
も

自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
り
，
ざ
瘡
様
皮
疹
へ
の
対
処
を

が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
る
。

ざ
瘡
様
皮
疹
が
あ
る
と
，
相
手
に
よ
っ
て

は
こ
こ
ま
で
し
て
仕
事
を
す
る
の
か
と
思

わ
れ
る
と
思
う
。

外
見
に
変
化
が
あ
る
と
，
家
族
に
過
度
な

心
配
を
さ
れ
て
し
ま
う
。

ざ
瘡
様
皮
疹
を
他
者
が
見
た
ら
，
「
皮
膚
の

病
気
の
人
」
だ
と
見
ら
れ
る
と
思
う
。

ざ
瘡
様
皮
疹
に
よ
り
外
見
が
変
化
す
る
と
，

さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
を
招
く
。
①

ざ
瘡
様
皮
疹
に
よ
る
外
見
の
変
化
は
他
者
に
は

理
解
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
，
覚
悟
が
要
る
。
②

ざ
瘡
様
皮
疹
は
ニ
キ
ビ
様
の
も
の
だ
け
で
は

な
く
，
蕁
麻
疹
様
の
も
の
，
内
出
血
様
の
も
の

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

ざ
瘡
様
皮
疹
な
ど
の
副
作
用
へ
の
困
り
ご
と
は
，

人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
と
思
う
。

分
子
標
的
薬
の
影
響
で
髪
質
が
変
わ
る
こ
と
は
，

病
気
に
な
り
治
療
を
し
て
き
た
人
に
し
か
わ
か
ら

な
い
。

ざ
瘡
様
皮
疹
な
ど
の
副
作
用
は
病
気
が
治
癒

す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

副
作
用
と
し
て
，
実
際
に
は
教
科
書
通
り
で
は
な

い
想
定
外
の
こ
と
が
起
こ
り
，
驚
く
。
①
●
●
●

ざ
瘡
様
皮
疹
に
は
意
味
が
あ
り
，
す
ぐ
治
癒
す
る

も
の
で
は
な
い
と
わ
き
ま
え
て
い
る
。
①

ざ
瘡
様
皮
疹
の
実
際
の
副
作
用
は
，
冊
子
に
書

い
て
い
る
通
り
の
副
作
用
と
は
異
な
る
。

分
子
標
的
薬
の
影
響
で
，
指
先
の
皮
膚
が
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
指
の
よ
う
に
し
わ
し
わ
に
な
る
。

ざ
瘡
様
皮
疹
が
見
え
て
も
よ
い
と
自
分
の
気
持
ち

に
変
化
が
あ
っ
た
時
，
帽
子
を
か
ぶ
ら
な
く
な
る
。

●
●
●

ざ
瘡
様
皮
疹
に
よ
る
辛
い
思
い
に
慣
れ
て
き
て
，

だ
ん
だ
ん
仕
方
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
●

ざ
瘡
様
皮
疹
が
出
て
い
る
こ
と
に
よ
り
自
分
が
化
粧
を
し
な
い

こ
と
に
対
し
て
，
普
段
か
ら
化
粧
を
し
な
い
人
も
い
る
た
め
，

そ
の
人
と
同
じ
だ
と
思
う
よ
う
に
す
る
。
●
●
●

分
子
標
的
薬
が
減
量
に
な
る
と
，
ざ
瘡
様
皮
疹

な
ど
の
副
作
用
も
軽
減
す
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
す
る
。
●
●
●

ざ
瘡
様
皮
疹
に
よ
る
人
間
関
係
の
気
ま
ず
さ

を
避
け
た
く
な
る
。
②

誰
か
と
出
か
け
る
楽
し
さ
を
あ
き
ら
め
る

方
が
楽
だ
と
感
じ
る
。
①

副
作
用
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
，
遊
び
に
行
く

誘
い
が
あ
っ
て
も
断
る
方
が
自
分
の
気
持
ち

が
楽
で
あ
る
。

出
か
け
る
こ
と
は
楽
し
い
と
思
う
が
，

ざ
瘡
様
皮
疹
や
下
痢
な
ど
の
副
作
用
が

あ
る
こ
と
に
よ
り
一
緒
に
出
か
け
る
人

に
気
を
遣
っ
て
し
ま
う
。

鏡
で
自
分
の
顔
を
見
た
際
に
ざ
瘡
様
皮
疹
が

出
て
い
る
と
，
人
に
は
見
ら
れ
た
く
な
い
と

い
う
思
い
か
ら
仕
事
を
切
り
上
げ
る
。
●

ざ
瘡
様
皮
疹
が
出
た
自
分
と
い
う
も
の
に
，

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
心
が
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。
③

ざ
瘡
様
皮
疹
に
め
げ
ず
に
，
前
向
き
に
自
分
を

意
味
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
立
ち
向
か
う
。
③

ざ
瘡
様
皮
疹
へ
の
誤
解
と
付
き
合
う
覚
悟
が

必
要
で
あ
る
。
③

ざ
瘡
様
皮
疹
と
付
き
合
う
し
か
な
い
と

受
け
止
め
る
。
②
●
●
●

ざ
瘡
様
皮
疹
の
辛
さ
を
限
界
と
感
じ
る
。

②
●
●
●

ざ
瘡
様
皮
疹
を
極
力
抑
え
る
た
め
，
理
解
と

自
己
管
理
に
努
め
る
。
②
●
●
●

限 界

折
り
合
い
を
つ
け
る

他
者
か
ら
の
誤
解
と

付
き
合
う
覚
悟

悪
化
予
防
へ
の
努
力

脱
・
と
ら
わ
れ

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

自
分
へ
の
と
ら
わ
れ

意
味
づ
け
へ
の
意
志

元
に
戻
り
た
い

長
い
付
き
合
い
を
受
容

想
定
外
へ
の
驚
き

太
字

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

①
第
一
段
階
の
表
札

②
第
二
段
階
の
表
札

③
第
三
段
階
の
表
札

●
ど
の
ラ
ベ
ル
と
も
セ
ッ
ト
に
な
ら
な
い
ラ
ベ
ル

（
●
の
数
は
ど
の
段
階
で
セ
ッ
ト
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
を
示
す
）

⇒
因
果
関
係

⇔
相
互
関
係

支
持
関
係

凡
例

図 2　KJ 法図解『見失いたくない自分らしさ』
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ざ瘡様皮疹と【折り合いをつける】ことで，ざ瘡様皮疹

と長い付き合いになることを次第に受け入れていく。

そして，ただ受け入れるだけではない。【悪化予防への

努力】を続け，ざ瘡様皮疹が出ていることでネガティブに

感じてしまいやすい自分に【意味づけへの意志】を抱くよ

うになる。さらに，他者からはなかなか自分の状況や苦悩

が理解されないことに対して，【他者からの誤解と付き合

う覚悟】をするようになる。ざ瘡様皮疹があることを前向

きに意味づけ，他者に様々な誤解をされても【悪化予防

への努力】を続けようとする覚悟が【意味づけへの意志】

を支えている。そして，自分らしさを見失いたくないと思

い，自分が自分でいられるように取り組みながら，ざ瘡様

皮疹が出ている自分は決してネガティブなものだけでなく

意味があるのだと自分を意味づけることができるようにな

ると，【脱・とらわれ】という心のもち方を獲得できる場合

があり，ざ瘡様皮疹があってもネガティブな自分にとらわ

れず，新たな自分として存在することができるようになる。

図解化において，表札やシンボルマークとして表現し

た言葉の根底には，自分らしさへの強い思いがあると感

受し，EGFR阻害薬による分子標的治療を行っている成

人期の女性がん患者は，ざ瘡様皮疹により外見が変化し

ても『見失いたくない自分らしさ』をもち続けようと日々

地道な努力をしている姿が浮かび上がった。

VI．考　察

統合結果から，セルフマネジメントのプロセスには 3

つの局面があると考えた。すなわち，【想定外への驚き】

【元に戻りたい】【限界】【ネガティブな自分へのとらわれ】

をがん治療開始に伴い気持ちが揺れ動く局面，【悪化予

防への努力】【長い付き合いを受容】【折り合いをつけ

る】をネガティブな自分があっても地道な努力を続ける

局面，【他者からの誤解と付き合う覚悟】【意味づけへの

意志】【脱・とらわれ】を強い決意を抱く局面とした。そ

して，その根底には『見失いたくない自分らしさ』がある

と考えた。以下に，これらのプロセスに沿って考察する。

下の文章内の【　】はシンボルマーク，「　」は元ラベ

ル，〈　〉は第一段階表札，《　》は第二段階表札，〈《　》〉

は第三段階表札を示した。

1．がん治療開始に伴い気持ちが揺れ動く

EGFR阻害薬による分子標的治療ではざ瘡様皮疹が必

発であり，皮膚症状は抗腫瘍効果と相関するため 14），医

師は治療効果があると判断するが，「ざ瘡様皮疹はニキビ

様のものだけではなく，蕁麻疹様のもの，内出血様のもの

などさまざまである」ため，【想定外への驚き】を感じる。

また，医師より治療の中断または減量を告げられた際には，

【元に戻りたい】という思いから「ざ瘡様皮疹などの副作

用も軽減するのではないかと期待する」ものの，十分な

がん治療ができないというBad Newsとなる。そのため，ざ

瘡様皮疹は自分に不都合なものである反面，治療効果を

示すものであり，そこには研究参加者の葛藤が存在すると

考えられる。「ざ瘡様皮疹による辛い思いから，人から隠

れて泣いて過ごしたり，叫んだりすることがある」という体

験からもわかるように，研究参加者はこの状態を【限界】

と感じており，外見の変化は特に社会的な役割を担う世代

では苦痛が大きい 15）ことが影響していると考えられる。ま

た，研究参加者は「ざ瘡様皮疹などの副作用症状が辛く，

分子標的薬を飲むのをやめようと思ったことがある」と考

えるものの，本当に内服をやめてしまうことはがん治療の

中断を意味している。つまり，この【限界】の思いの中に

は，内服をやめる決意は命を放棄することになってしまい，

副作用がどんなに辛くても中断することはできない現状が

あると考えられる。そして，研究参加者は「ざ瘡様皮疹を

見ると病気であることを認識するため，つぶしてしまう」と

いうエピソードからもわかるように，がん治療による外見の

変化は治療中のことを思い出す契機となるため 16），〈ざ瘡

様皮疹が出ている自分は見たくない〉と思っており，【ネガ

ティブな自分へのとらわれ】がある。また，研究参加者は

「鏡で自分の顔を見た際にざ瘡様皮疹が出ていると，人に

は見られたくないという思いから仕事を切り上げる」のよ

うに《ざ瘡様皮疹による人間関係の気まずさを避けたくな

る》。外見は自分と社会の接点になるものであり 17），外見

の変化をネガティブな体験として捉える患者にとっては人

との距離を広げてしまう 18）ことを意味している。外見の変

化は生活行動範囲を縮小させ，QOLに影響を与える可能
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性があり 19），研究参加者が就労等の社会生活を送ること

を困難にしてしまう要因になっていることが考えられる。

2．ネガティブな自分があっても地道な努力を続ける

仕事と治療を両立するためには副作用症状がコントロー

ルされていることが重要な要因であると言われており 20），

【悪化予防への努力】は仕事を続けるために必要不可欠

な取り組みと考えられる。また，皮膚障害は患者がケアを

生活の中に取り入れることができるかどうかによって症状コ

ントロールに差が出るため 21），日々保湿・保清・保護とい

うケアを地道に努力し続けることが重要である。研究参加

者は，ざ瘡様皮疹による外見の変化と抗腫瘍効果に葛藤

を感じながら，【悪化予防への努力】のため「ざ瘡様皮疹

に対する対処に困ったときには，何度でも医療者に尋ねて

確認をする」というように積極的に関わっており，その行

動には，看護師に話を聞いてもらい症状や対処を確認し

て安心したいというニーズがある 22）。また，患者と看護師

の関わりの中で行う看護指導はセルフケア意欲の向上に

影響するため 23），研究参加者にとって外来受診の短い時

間の中で医療者と関わりをもち，セルフマネジメントを継

続していく手立てを掴むことは重要であると言える。そして，

研究参加者は，〈ざ瘡様皮疹には意味があり，すぐ治癒す

るものではないとわきまえている〉ようになると，ざ瘡様皮

疹との【長い付き合いを受容】する。このような分子標的

薬による皮膚症状に対しては重症化を予防し，日常生活

と治療の折り合いをつけることが目標であり 3），本研究に

おいても研究参加者は【折り合いをつける】ことで現状を

受け入れ，セルフマネジメントが可能となったと考えられ

る。研究参加者は，【悪化予防への努力】において今まで

の辛い体験を大きく転換しており，地道な【悪化予防へ

の努力】を続けながら，【他者からの誤解と付き合う覚悟】

をしたり，【意味づけへの意志】を抱いたりすることで次の

局面に進んでいた。この大きな転換は，図解上の分岐点

と考えられ，セルフマネジメントの要になるものと言える。

3．強い決意を抱く

ざ瘡様皮疹は外見の変化として他者から見えることに

よってさまざまな誤解を受けており，この誤解を解くには

自分ががんであることを他者に伝えなくてはならない。し

かし，自分の病気について誰にどこまで話をしたいと思っ

ているかについては，その個人の事情によって異なり 17），

がんの公表は就労の際に不利益になると捉えられる 20）こ

とから，実際には他者にがんであることを伝えたいが伝

えられない思いがある反面，知られたくないという思いも

存在すると考える。そのため，研究参加者は他者からな

かなか自分の状況や苦悩が理解されないことに対して苦

悩しながらも，【他者からの誤解と付き合う覚悟】をし，

社会生活を送っていると推察される。しかし，がん患者

はざ瘡様皮疹による外見の変化をただ辛い体験として終

わらせることなく，【意味づけへの意志】を抱き，〈《ざ瘡

様皮疹にめげずに，前向きに自分を意味づけられるよう

に立ち向かう》〉ことをしていた。

Frankl24）は，苦悩することができるのは人間だけであり，

苦悩することによって人生を意味のあるものにできるとも

述べている。本研究においても，研究参加者がこれらの

体験に意味を見出すことができると，今までネガティブな

自分にとらわれていたが，【脱・とらわれ】という心のも

ち方を獲得し，ざ瘡様皮疹があっても新たな自分として

存在することができるようになるということが示された。さ

らに，人間は生物学的，心理学的，社会学的な条件を乗

り越え，それらを超える力をもっており，人間は自分自身

を超越する 25）ことから，研究参加者もがん治療の副作用

による苦悩を乗り越えた結果，【脱・とらわれ】という段

階へ自分自身を超越することができるようになると考えら

れる。また，これらの強い決意を抱く段階になると，「ざ

瘡様皮疹があっても目標がない生活ではいけないと思い，

自分で仕事をする決断をする」「がんで治療による副作用

があっても，仕事は目標であり，自分の支えになる」とい

うように自分自身の仕事への考えが表現されていた。が

ん治療と就労の両立支援は患者の治療へのモチベーショ

ンやアドヒアランスの向上，自尊心の維持に影響する 26）

ため，研究参加者が強い決意を抱く背景には就労してい

るという事実が大きく関係していたと考えられる。

4．看護への提言

研究参加者が，ざ瘡様皮疹との【長い付き合いを受



32

容】したり，【他者からの誤解と付き合う覚悟】をしたり，

【意味づけへの意志】を抱いたりすることができたのは，

『見失いたくない自分らしさ』のために日々の【悪化予防

への努力】をしていたからである。【悪化予防への努力】

の局面において，就労する女性がん患者が日々の地道な

努力を積み重ねていけるよう支援する必要がある。そし

て，就労する女性がん患者は『見失いたくない自分らし

さ』が根底にありながら，がん治療開始に伴い気持ちが

揺れ動いたり，ネガティブな自分があっても地道な努力

を続けたり，強い決意を抱いたりとさまざまなプロセスを

経ていくため，その時々に合わせて支えていくためにも，

外来受診時に看護師が関わることができる仕組みづくり

が必要になる。看護師は就労する女性がん患者のセルフ

マネジメントへの頑張りをフィードバックすることや，自分

らしさを維持するための支援が求められる。

5．本研究の限界と課題

本研究は 1施設での 4名から得られた結果であったた

め，偏りがあった可能性は否定できない。また，本研究

における研究者のデータの読み取りには限界があり，分

析する研究者が異なれば異なった結果が生まれる可能性

もある。今後は，性別や年齢，勤務形態，仕事内容によ

る特徴など対象の幅を広げることで，がん患者が自分ら

しく社会生活を送りながら治療を継続していくための支援

方法を見出すことができると考えられる。

VII．結　論

分子標的治療によるざ瘡様皮疹がありながら就労する

女性がん患者 4名を対象とし，外見の変化に対するセル

フマネジメントを明らかにすることを目的にKJ法を用い

て分析した。

研究参加者は，ざ瘡様皮疹による外見の変化に対して

【想定外への驚き】があり，【元に戻りたい】という思い

を抱く。また，この状況を【限界】だと感じ，【ネガティ

ブな自分へのとらわれ】の気持ちを抱き，苦悩する。し

かし，自分らしくあるために，ざ瘡様皮疹をこれ以上悪化

させないように，外見の変化を最小限に留められるよう

【悪化予防への努力】をがんばる。その中で，ざ瘡様皮

疹との【長い付き合いを受容】し，【折り合いをつける】

ことで乗り切ろうと受け入れる方向に向かう。また，ただ

受け入れるだけではなく，【悪化予防への努力】を続け，

ざ瘡様皮疹が出ていることでネガティブに感じてしまいや

すい自分に【意味づけへの意志】を抱くようになり，他

者からはなかなか自分の状況や苦悩が理解されないこと

に対して【他者からの誤解と付き合う覚悟】をするように

なる。そして，ざ瘡様皮疹が出ている自分は決してネガ

ティブなものだけではなく意味があるのだと自分を意味づ

けることができるようになると【脱・とらわれ】という心

のもち方を獲得できる場合があり，ざ瘡様皮疹があって

も新たな自分として存在することができるようになる。以

上のことより，研究参加者は，ざ瘡様皮疹により外見が

変化しても『見失いたくない自分らしさ』をもち続けよう

と日々地道な努力をしている姿が浮かび上がった。
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We aimed to determine the self-management of appearance changes in working female with cancer who had acne-like skin 

rashes caused by molecularly targeted therapy. To this end, data from four working female patients with cancer who 

experienced these skin rashes, were collected and integrated using the KJ method. From the results, 10 Symbols were derived: 

“surprise at the unexpected,” “desire to return to normal,” “sense of limitation,” “negative self-concept,” “efforts to prevent 

deterioration,” “acceptance of a long-term condition,” “coming to terms,” “willingness to find meaning,” “preparedness to handle 

others’ misunderstandings,” and “de-obsessionalization.” The overall analysis revealed that working female patients with cancer 

make consistent daily efforts to maintain “a sense of self that they do not want to lose,” despite changes in their appearance due 

to acne-like skin rashes. 

Abstract

Self-Management for Appearance Changes owing to Acne-like Rash 
Caused by Molecularly Targeted Therapy in Working Female Patients
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